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探索

  針江・霜降の水辺景観まちづくり協議会の

インフォメーションがホームページと Facebook で

見られます。 

■この度「はりえ一期大福会（いちごだいふくかい）」（針江壮友

会内有志）により針江大川河畔に仮称“せせらぎテラス”を設置

しました。 

子どもの水遊びの際の見守り、夏の夕涼み、有志で川辺でのち

ょっと一杯…などに活用していただけたらと思い日除けを設けま

した。多少暗くなってからでも利用していただけるようＬＥＤ電

球も付けてあります。ご近所の迷惑にならないようご利用くださ

い。何分にも仮設物ですので上に乗ったりしないよう安全に気を

付けてご利用ください。８月２０日頃に撤去予定です。 

また、去る６月３０日には、針江日吉神社前の河畔にて「夏越し

祓えの夕べ、蛍と七夕茶会」と題しお茶会などのイベントを開催

しました。当日は心配されたお天気にも恵まれ、おぼろ月が顔を

出す天気でした。             

午後 7 時から日吉神社前の針江大川河川上に設けた特設の川床

にて、海東英和さんによる四方祓い居合奉納演武、清水泰夫さん

によるヨシ笛演奏、和ろうそく点灯、今様舞奉納に続き、中山福太

郎さん（京都 陶々舎）によるお茶会など盛りだくさんのイベン

トを行い、たくさんの人で賑わいました。お茶会時には、わずかで

すが期待の蛍も川面に舞ってくれました。 
さらに翌日７月１日びわこの日には、はりえ・かばた・琵琶湖感

謝祭と題して「ふれあい大茶会」を開催しました。    
 

一期大福会 代表 北野 俊朗 
 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

                                                                                                                                                 

                                           

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                        

                                       

                                                                           

★針江・霜降の大川や周辺の水辺環境整備に、高島市から当協議会に

交付された国の助成金が活用されています。   

 

◆重要文化的景観に選定された際に重要な構成要素として認定されて

いるカバタ（４５件）などを保存修理・修復する場合は、経費の補助を
受ける制度があります。 
 
◆まだ国の認定を受けていないカバタや文化的建造物等も今後の調査
検討により追加認定が可能です。 
 
◎「保存修理」、「追加認定」をご希望の方は、当協議会の役員までご相

談ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

平成 29年度 針江・霜降の水辺景観まちづくり協議会 役員 
会長 足立 亨  副会長 福田 久男（針江区長）山川 隆（霜降区長） 

〔針江〕髙橋 正通 三宅 進 北野 俊朗 田中 義孝  
〔霜降〕長谷川 廣志 青木 博 明政 勝治  

 

「カバタの保存・修復」助成事業 

「追加選定」について 
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 ■高島市の湖岸一帯には「針江・霜降の水辺景観」を始めとして、

国に選定された３つの重要文化的景観が広がっています。一つの

自治体に３つもの重要文化的景観が存在するのは、全国で高島市

のみで、市としては、今後この貴重な水辺景観をどのようにして守

っていくのかという計画や整備方針を定めていく必要がありま

す。 

この作業は、現在、市と市が設置する高島市重要文化的景観整備

活用委員会（※１）が中心となって進めています。 

策定中の『高島市重要文化的景観整備計画』は、２部構成で、１

部では整備の基本方針を、また２部では、３つの重要文化的景観そ

れぞれの地域での持続的な発展を具体化させる対策について記述

します。 

委員会では、今後第２部に記載するための、それぞれの地域に見

合った整備方針、修理方法等について、みなさんのご希望やご意見

をお聞きしていきたいと考えています。今後の重要文化的景観の

整備と活用に向けて、より良い計画が策定できますよう、ご支援、

ご協力をよろしくお願い申し上げます。 
 

※１高島市重要文化的景観整備活用委員会…高島市の重要文化的景観の適正な

保存と整備活用に関することや計画の策定を行うために設置された市の附属機

関。大学教授等の有識者の他、市内３地域の文化的景観まちづくり協議会長が

委員を務める。 

 

 

 

 

 

針江・霜降水辺景観まちづくり協議会から  
 

         当協議会は、平成 22年に針江・霜降の水辺景

観が国の「重要文化的景観」に選定されたことをうけて発足しまし

たが、一昨年、日本遺産「琵琶湖とその水辺景観…祈りと暮らしの

水遺産」のひとつになったことから様相が変わってきました。 

文化財としての水辺景観を守っていくことはもちろんですが、こ

の日本遺産を観光振興に生かしたいとの期待も強く、「水と文化」

ツーリズム振興協議会が立ち上がり、いろいろと課題が増えていま

す。何も特徴がないと思われた見慣れた風景が、貴重な水辺景観と

して衆目を集めるところとなっています。 

また、観光会社が当地を観光コースに組み入れたいとの要望も

多々あり、小中学校の研修や体験の場として、また高校や大学の研

究やフィールドワークの場として多数来訪されるようにもなって

きています。ただやはり、狭いまちであり、生活の場であり、限界

があります。 

この文化的景観をどう守り伝え活かしていくか、区民の皆様から

ご意見や要望をお聞きし、「高島市重要文化的景観整備活用員会」

が策定中の計画に反映させていきたいと思います。 

会長 足立 亨 

 

 

 

 

ただいま『高島市重要文化的景観整備計画』策定中 

高島市教育委員会文化財課：山本晃子 

 

海津・西浜・知内の水辺景観 針江・霜降の水辺景観 

大溝の水辺景観 


